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KURAYO-No.89 

倉吉養護学校教育振興会 
Ⅰ 会の目的と総会について 

   本会は、奉仕の精神に基づき、鳥取県立倉吉養護学校の理解と振興を図り、広く障がいのある児童生徒 

  の福祉の増進に努めることを目的とし設立しました。毎年６月ごろ総会を開催し事業や予算を決定してい 

ます。令和元年度は、６月２４日（月）に本校校長室で開催しました。 

 

Ⅱ 主な事業の紹介 
１  行事を通じての交流推進 
① 令和元年５月１８日（土）に米子市のどらパーク米子陸上競技場で開催された「第１１回鳥取県障がい

者スポーツ大会」に、本校から２１名が参加しました。 

今まで練習してきた力を発揮することができ、出場した生徒全員が賞状とメダルを持ち帰ることがで

きました。  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

② 令和元年５月１１日（土）の「倉養大運動会」は、「みんながＨＥＲＯ くらようパワー２０１９」の

テーマのもと、多くの保護者や来賓の方のご臨席を賜り、盛大に開催することができました。当日は体

育館と校庭で演技が行われ、午後には校庭で、リレーやダンスをみんな一緒に楽しく活動しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 倉養振興会報  



③ 県内知的障がい特別支援学

校５校の高等部生徒との５

校交流会では、本校は、琴

の浦高等特別支援学校との

交流会を２回（９月）実施

しました。同学年の友だち

と一緒にスポーツを楽しん

だり、清掃や喫茶に関する

練習等をしたりして交流を

深めました。 
                          

 

 

④ 令和元年１０月１２日（土）には、「なかまと青春 くらよう祭！ ～みんな輝け レッツゴー！！～」

のテーマのもとに「くらよう祭」を開催しました。悪天候にもかかわらず、４００人以上のお客様が来

られ、地域の皆様の支えがあってこその倉吉養護学校だと改めて感じました。時間短縮、予定変更など

様々なことがありましたが、みんなが最後まで笑顔で祭を盛り上げることができました。Ａ部門、Ｂ小

学部・中学部のふれあい活動や高等部の作業製品販売、外部出店団体のお店も大盛況でした。 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑤ 令和２年２月２１日（金）の「出張くらようショップ in パープルタウン」では、好天にも恵まれ方に

たくさんの方にお越しいただきました。生徒は、直接お客さんと接することで、働くことの喜びや大変

さなどを感じたようです。また、多くの方に倉吉養護学校のこと、生徒の日々の学習の様子などについ

て関心を持っていただく良い機会となりました。  

 

 

 

 

 

 

 

         

    

２  交流学習の推進及び体験学習･体験入学 

   本年度は小学部が５校（７回）、中学部が３校（３回）、高等部が３校（４回）との学校間での交流及 

び共同学習を行いました。本校と交流校の児童生徒がペアになって、ゲームやウォークラリーなどで関わ

りながら、お互いを理解し合うことができました。居住地校交流は、小学部児童１６名、中学部生徒８名

が行いました。本校への体験学習は、小学部１１名（１２回）、中学部７名（１６回）が行い、体験入学

は高等部７名（７回）が行いました。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 「倉養ばやし」の育成  

本校の伝統芸能「倉養ばやし」を、中学 

  部の生徒たちが１２月２３日（月）２学期 

終業式で披露しました。２学期半ばから音 

学の時間を中心に取り組んだ成果を発表し 

和太鼓、鳴子、当り鉦の音が一体となって 

体育館いっぱいに力強く響き渡りました。 

友達と一緒に演奏することを通して、伝 

統的な倉養ばやしのリズムはもちろん、気 

持ちを合わせることをも学ぶ良い機会とな 

りました。 
 

４ 部活動の支援   



① 本年度は、卓球部、バドミントン部、ダンス部、ニュースポーツ部の４つの部活動を設定し、年間３３回

の活動を行いました。 
② ６月１日（土）「ＳＵＮ－ＩＮ未来ウォーク」が、倉吉パークスクエアの未来中心内にあるふれあい広場を

発着場所として開催されました。本校から９名の児童・生徒が赤瓦白壁コース５㎞の部に参加して、全員

完歩することができました。 
③ ８月２５日（日）に、１０周年記念同窓会（セントパレス同窓会会場）、１１月９日（土）皆成学園交流文

化祭「はーとふるプラザ２０１９」（皆成学園ジョイホール）、１２月８日（日）中部あいサポートフェス

タ２０１９（未来中心アトリウム）、１月３１日（金）校内発表会（本校体育館）と各発表の場で元気よく

はつらつとダンス披露を行いました。 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  進路保障の充実 

① 中学部の生徒にとっては「仕事をする」ことを体験する目的で、高等部の生徒にとっては自分の進路につ

いて考え、決定していく機会とするため、産業現場等における実習に取り組んでいます。下記の写真は、

高等部の実習の様子です。  

② 毎年、生徒にとって、よりニーズに合わせた進路先につなげるために、事業所の開拓を行っています。新

規の事業所も少しずつ増え、実習等の利用につながるケースも増えてきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 
 
６ 会員募集  本年度の会員数は延べ   名で、会費合計は       円でした。 

  

ご協力ありがとうございました。 


